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ふるさと講演会「心をつなぐコミュニケーション」アンケート結果

報告日：令和 6年 7 月 10 日

報告者：小矢部市立津沢公民館

日 時：令和6年6月22日（土）10:10～11:20

場 所：津沢コミュニティプラザ・多目的ホール

演 題：アナウンサー人生で学んだ「心をつなぐコミュニケーション」

講 師：三都井美衣氏 （アナウンサー歴17年。富山テレビ局アナウンサーを経て、現在フリーアナウンサーとして活動）

参加者：60人

講演概要：

・コミュニケーションとは・・・

・基本「まずは、あいさつ」（いつでも・どこでも・だれとでも）

・相手に最高の印象を残す「挨拶のサンドイッチ」（出会いの挨拶＋話題＋別れの挨拶）

・出会いと別れ際は、最高の印象を残すベストタイミング

・心をつなぐコミュニケーションとは 一期一会（わくわくをたくさんの人に伝える仕事） など。

アンケート結果：次のとおり。 【回収率：61.7％（配布数60枚、回収数37枚）】

0.年代別回答者数（N=37） 1.どちらからお越しですか？（N=37）

2. 本日の講演会を何でお知りになりましたか？（N=37） 3.「ふるさと講演会」によく来られますか？（N=37）

4．今日の講演はいかがだったでしょうか？（N=29） 講演のプレゼン表題と講師
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5.講演会についての感想やご意見（N=18）

（女性から13件(11名)）

・「挨拶のサンドイッチ」素敵な言葉。毎日普通にしている表情が気のない顔になっていたと気づか

されました。

・楽しく聴く事が出来ましたが、もう少しゆっくりと話をして欲しかった。

・最近はどの方も早口ですが、高齢者にはゆっくりとした話し方をして下さい。

・少し早口だった様に思った。アナウンサーの仕事や言葉の大切さを感じた。

・日々の暮らしに活かしたいと思えるお話が沢山ありました。中高の若い方にも聴いて欲しいなと思

った。

・話し方が少し早いかな？人の話を々聞きだすか？声掛けの言葉、NGの言葉が聴きたかったのです

が？

・私も脳の病気のため発音練習で通所しています。今回の発声の仕方がとても勉強になりました。楽

しかったです。

・大変な仕事ですね。

・話し方についてわかりやすかった。

・コミュニケーションの基本は「先ずはあいさつ」これは何事においてもそうだと納得。

・「向き不向きより前向き」これは勇気を得る言葉でした。誰かに伝えてあげる機会がありそうだと

思いました。

・津沢出身の方のお話を聞きたい。

・多様な方のお話を津沢で聴けるよう企画お願いします。

（男性から9件(7名)）

・美人の方で良かった。

・大変おもしろかった。

・スクリーン３０cm 程上へ、前の人の頭で見えにくい。

・極力、空席を目立たないよう。

・明るく元気なお声、前向きな気持ち姿勢が廻りの人にさわやかに伝わってきます。

・今日の講師の方、大変良かったです。

・人生の話とか宗教ではなく、現実を直視した話、納得できる話し、歴史の話とにかくウソと

かいい加減でない話。

・小矢部出身者の講演を企画してほしい。

・警察救急でのスマートフォンでの映像の共有方法などの講習希望。

以上


